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作 物 名：り ん ご

病害虫名：黒 星 病

３月に入ってから気温が高めに経過しており、りんごの発芽や病害虫の発

生が早まる見込みです。黒星病の菌密度を低下させるため、下草が生育し始

める前のできるだけ早い時期に、越冬落葉を除去するかすき込みましょう。

１ 本年の気象条件

（１）３月前半の気温が平年より高めに経過したため、消雪日は黒石（りんご研究所）で

平年より７日早い３月21日となり、五戸（りんご研究所県南果樹部）では平年より18

日早い３月２日であった。

（２）令和３年３月18日仙台管区気象台発表の１か月予報では、向こう１か月の平均気温

は、平年より高いと見込まれている。

２ 発生概況

前年は、子のう胞子の飛散時期に感染適温

より低い気温となり、降雨による葉の濡れも

続かなかったことや、防除が適期に行われた

ことにより、黒星病の発生は少なく推移した。

しかしながら、一部の園地では、秋季に新梢

葉での発病が認められた。

今春は消雪が早く、今後の気温も平年より

高いと見込まれ、子のう胞子の飛散時期が早

まることが予想されることから、伝染源とな

る越冬落葉をできるだけ早く処分し、菌密度

の低下を図る必要がある。 [前年秋の発病葉]

３ 防除対策（耕種的防除）

（１）越冬落葉の除去

越冬落葉をレーキや竹ぼうき等で集め、園地外へ搬出・処分する。

（２）越冬落葉のすき込み（中耕）

樹列の片側にある越冬落葉をレーキで樹冠下に集め、深さ５cmで１回、小型耕うん

機で耕うんする。

（３）処理時期

下草が生育し始めると越冬落葉とからみついて処理しにくくなるので、できるだけ

早い時期に作業を終える。
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